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§マベPteriaPenguin(ROdin9)
 の増殖に関する基礎的研究一XV

 1採苗期の早期化および大型水槽による初期幼生の飼育

 43年度より産卵誘発により大量の幼生を得ることができたが,初期幼生(D型初期～殻頂初

 期)に歩いて成長が抑制されへい死寸ゐ幼生かか在りある。この原因究明を現在使用して.いる餌
 料生物Nα舳。oん6oγ^.リと今後使用するG后/o“〃。.リの餌料効果の検討を行なう
 と同時に現在の飼育槽5006よりも飼育環境の・安定している13トンタ1ノクでの初期幼生の飼

 育と採卵方法,採苗時期の早期化等の試験を行在い好結果を得たので報告する。

試験方法

 親貝:一水深5m～6肌に垂下養殖した40母川41年産,採苗貝を肉眼的に生殖巣の良く発運
 した雌雄貝を選び用いた。

 産卵器具:水量13ト・ノク1ノク(5m×4肌×O-9初)で珪藻を培養し.旱8、♂2の比率で

 蓄養後6日～7日目に全換水刺激

 使用海水(受精,飼育):6月19日までは沖合200m水深約2肌から揚水した海水をろ過水

 槽(玉石,木炭、礫砂)を通した海水を.5006タンク飼育水はパンライトパイプ(4,8

 ○肌X20舳)に脱脂綿を言古め弄ろ過したもの.13卜1ノタンク飼育水は簡単な綿う過をした
 5月23日の幼生軸育(13トン)に若いては珪藻の増殖を把握するためにろ遇せず飼育を行な
 ○た。

 飼育水槽:13トンタンク1一面

 5006パンライトタンク8本

 飼育餌料:緑藻Nα冗帆θo〃一〃^㍗“6oγ直6Z仏リはM～阯Z海水で培養。
 珪藻Oんα。`oo〃』80α6o{㍑α何をIH031300肌g/6Nα2HP04,き0肌g/6
 NαS乞0・,15・g/6、改釦L.1・6/4,B、。〃/6,NαrEDTA5.5肌g/6
 培養海水の滅菌1方法5.月～6月殺菌灯使用7月～8月70.0～100.Cで処理した海水を使
 用。一.

 飼育方法:13トンタ.ぞiクで誘発し,産卵後ただちに母貝を取り揚げ通気を止め静置、ふ化浮
 上後エアーストーンにて全体が動くていどに通気し3日目から同時注排水で換水を行なレ通気

 はさらに強く行涜い解料生物の沈澱を防ぎ,餌料生物の濃度は3万O螂〃3/〃Z～8万

 G〃^/吻4に在るようにO左“雀θ“。γ"0α6oれ÷απ3を投餌しタンクでの細胞の増
 殖量が10万C僅6～/肌6以上の場合は幼生に悪影響を拾よぼすので換水量で増殖量の調節

 を行在。た。このタンクそ11・日～縦日{110μ～120M)間飼育し,その後5006
 に4ケ/10椛4の収容密度でセツトし,Cれ亡。“γo・Cα卜。㍑τ舳sを1.2万Cε〃3
 /需。Nαππoo〃θγ^,C〃。“〃α混合で1万C色一〃;/馬を投餌し,換水は自動サ
 イ.7オンで306/60分割合セ飼育を行なった。

 附1.蒲:200M(20日目)以上の幼生が5割以上確認されてからマブ㌣状コレクターを
 投入し允。

.二確楴放卵時坤.一一一二一一`
 調査方法:水深6柵に垂下養殖した。4～5年成貝を開口し、腸管反転部の可視範囲に分布す

 る生殖巣の状態右よび各月10ケあて,ころし,その生殖巣の形成状態を肉眼的に観察した。
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 その区牟柔今=杢常緑発畢してい多、.。号。や≒喚く分布サるtの両者は一応採苗母早として使
 用できる点から両者まとやて第1図に記した。

 第1図マベ生殖巣の状態と大島海峡の平年〔31～38年)水温の時期的変化

 結果と考察

 守への時期別生殖巣の状況年第1図の如く.で奉る。内部生殖巣の肉眼的観察では2月以外の月
 では生竿巣の形成が確認できた。腸管反転部の観察では5月13日40%,7月10目10.O%
 でその後8月9日～9月17日.30%～50%で10月12日に倉レではほとんど蝕察.でき旋
 か。たが11月9日に100%確認できた。マヘの成熟は5月の水痘24}以上に紅!て促進
 され,11月の下降水温24"前後まで産卵が繰返されてレ午この回復(放精放卵、)状況を
 記すと第1回目が・月中旬～下句・・月中旬～下旬一・月中旬イ旬・・月中旬～下旬1推牢)
 9月中旬～下旬(推定)。最終回10月下句～11月上句これらの時期はわずか友天候g変化カ…
 刺激となり放精放卵が行在やれて!一る。。回雫に虹レては,条件の良ヒ漁場では1週間で甲偉する一
 母貝もみられる。3～・午貝午キぴ小型貝にお!ては1ダ月の拾くれがあり。不燃貝(S.L2二8.
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 5.m～175帥)40個の観察では5月…6月に生殖巣の発達分布は観察でき在か。た。
 この貝を水深6mに垂下養殖し7月中旬～下句に放精放卵が観察できた。マベの産卵期に拾レ

 て、貝の年令,一漁場等により変化があるので採苗を行危うに拾レて充分に把握手る必要があ多。

        月日水温投露量増殖量換水量一生H収容密度。        ..、ρ“〃3/帆6○色〃8凶6%1肌6中・備考
        &1026.る口.旱6.♂3
        112760

        122Z9..0

        1327860郡100610
        1427170万×100Z2.50

        1526.5100産卵.

        162&260万×504..1.3108.17
        1725.970万X50Z.3-9108個

        18.25.95.0208.193個着色

        192&O〃""

        202Z1〃〃8.251.1個〃

        212フ1.740万X9043.O"8.33〃

        2228.3&q.308.27〃

        2328.440万×90{.・2・020a30.1..1個〃
        .2.428.25.03口"
        252a6ス。"8.40〃

        2628.58.O"8-301.1個"

 産卵誘発および飼育

 誘発方・法.:・紐民選別後水量13トンタンク(5m×4机×.O.9.m)止水I通気蓄養,タンク内
 には'まえも。てC九“≠ooけ"Gα4o㍑γα“を投入いO万。.i.4～/腕4以上の増殖
 量で母貝の璽料不足を防レだ。蓄養後5日目に全換水し刺激を与えた。その時の水温差ば5月
 ～6月で一0・6～一〇・7～.7月～11月で0。パG一一.μ2'Oの水温差であつた。蓄養後
 6日目の午前10時頃から放精がわずかに確謁され,それから・5時間㍗一6.時間後の,15時㍗.
 16時に産卵した。産卵後はただちにエアrを土一め母介をとり出し静置し.ふ化浮上後('6時
 間)ゆるレ通気を行。た。2-4時・間後にOん“≠oo〃"Oα〃㍑γα舳を1.3万O色6^

 /m6投餌しタンク中での増殖を促した。珪藻の沈澱.幼生の撰集を防ぐためにか在り強い通

 気を行な。た。産卵後3日目～6日目までは1トン～3トンの注水量.7日目～12日目頃に

 在ると珪藻の増殖量を抑制するために、3トン～千rイρ注水量で同時注排水で換水を行在。
 た。タ1ノク中の珪譲濃度はC危“±oo〃“Cα4o㍑γ“濃度が10万C〃63/mZ以上
 rなると.幼生の減少が拾こり.17万C色〃3/肌6に在るとほとんどの幼生がヘレ死する点

 から1日の最高増殖濃度を10万G直4^ン肌Z以下におさえた。この珪藻濃度の弊害を特に受
 けやすk。ふ化後5日目までのD型幼生の飼育は注意する必要がある。今後大型タンクにて幼

 生の飼育を行なうにおレて.観料生物の増殖濃度調節,照度1調節を考える必要がある。

 第1表13トンタンクでの幼生の飼育例

 午前9時㌻1口時の観.察結果
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 第2表産卵誘発と沖出し量

        母貞藷産卵ヰ均水積算水蓄養母負数沖田し沖田し        養月日月日温“温“月日数備考
        5.175.2324.216即,10個72115,606500Z2本'
        一61''6.725.11ア5。ア25ク精子による白濁
        &10い6.152Z3163.811(98♂38.2155,00050067本

        6.236.2928-4198,810(旱8♂2D型異状

        Z1271628.8{44.0〃〃

        ス2472828.4一142.O9(97,♂2〃.

        11.911.1221.78&89(旱7♂2)〃一

 マベ飼育水の揚水位置

 .F月23日,.6月15日幼生の揚水ポンプ位置が陸地より200肌沖。水深20肌の揚水で
 .の飼育脚下・の・型幼生の異状は確認でき庄が州1,・月1・日よ=り揚水ポごプ位置が陸
 ..地名.り・・咋・水深・肌より揚水し・月・・日・・月1・日…日・l1月ギ・日のD型
 ・坤宇埣畔肇輝が・ゆみなり・<字状に曲りこの幼生は殻頂初期に右レてヘレ死した・この揚水
 を使用してからは珪藻の附着が友くラン藻の一種が壁面に繁殖し珪藻の増殖を抑制した。る月

 15日幼生の飼育タンクにお・レてもラン藻の繁殖がみられ,珪藻6,000.o〃3/m4.緑藻

 N舳πo・o〃〃^、Cム6oγ色〃α混合で5.0000色668/肌6の投餌量では成長が抑制

 されたので各観料濃度を1.2万C産4^/肌6と1万C色〃3/m6の投餌量で飼育を行友。た

 が、浮漉幼生。附着幼生のヘレ死がかなりあり'.歩留が非衛に悪珍〔た。
 .マ↑人工採苗を行なうにおレては揚水位置が陸水の影響をうけにくレ水深を選ぶ必要がある。
 D型川殻頂初期幼生の成長押桁11妊よび200M前後のヘレ死原因とGん。“46αリの餌料効果
について

 試験方法:一試験幼生は6月15日の幼生を13トンタンクで11日間飼育した。一SLゼー1'03
 μ山133μの幼生を304パ1ノライト水槽に2ヶ/1q〃収容し、餌料生物は培地まま投
 餌し行な。た。

 結果と考一察

 第・表の賦一肌11“.舳・・Cら馬1γ舳・とNαπ冊・。ん・〃1い・の坪合
 投餌区では190μ～200μでヘレ死し附着期まで飼育することはできなか。た。

 このヘレ死はNα㈹o-o〃〃^.リの最大増殖時(400万～500万0一～〃8/ベハ
 の細胞を投餌した時に特に影響があ・る。

 0んα・圭。oパθ・,Oα^㍑γα冊・とCん.6θ～〃α,リの投餌区においては浮・游幼生期

 の成長,歩留では好結果を香こしたが。.附着期においてコレクターにじゅず状にぷらさがるが,
 附着辛ずヘレ死狐こg弾はgんσ{。川・{用用阯1200・〃Z・/・l
 G〃θτ色〃ω理5000“〃84μ投餌区で特に顕著であ。た。今後は混合比率に碑討を
 加えると同時に当二種・どこと客る餌料生物を加える必要がある。o左αパ"色一で53,o"oト
 けα舳の単一揮興区においては幼生の減少がひど.く一途㌣で試験を中止し充。
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 第３表  Chorellaspの餌料効果

 13トンタﾝク飼育  5006タンク飼育

第2図  幼生の成長について



 ..雛川舳㍗1・一・1・一。1{・の疾存方法Wそぼ年・増殖量か減少拾よび
 ひ細胞の異状友とが分ら仏大量培靴糾て大型の増大胞子を形成し・率魔も低く加
 てレる。44年度の幼生の飼育において….D二型期を20日内外経過してレるめも増大胞子細胞
 の投自耳と関係があるものと考えられる。

参.考文献;...

 鹿児島県水産試験場事業報告:昭和三3年度マベの増殖に蘭する基礎的駅究一皿

 担当一山中邦洋塩日ヨ。年・二人

 2マベ幼生餌料生物の大量培養基礎試験・“.・…2

 マヘの大量生産において飼育一槽が年々大型化され,それにとも在(て大量の餌料生物を必要と

 するため,海水の滅菌方法I希釈,L一ツーステン、Nα2-EDTAの添加試験を行友。たので報

 告する。

 材料と方法

 A実験生物:昭和40年3月東海区永産研究所分譲を受けたGん“士。o〃08.GαZ。㍑何一
 舳.大島海峡分離種(Gんα色差。oげ"の一種)声用!.れ
 元種は人工海水増華で無通気。静置培養で7日間経過した120万Gε〃。/椛6～200万
 C畠"3/m6を使用。

 B培養液:使用した海水は古仁屋地先80棚水深15肌からポ1ノブ揚水されたものを捗ろ過

 したものをさちに精密機でろ過し.N“40110一%,150〃mで12時間放置後Nα2S203

 で中和使用し年
 人工海水は梅林氏のCん“雀。。〃。。用の培養組成の処決で行在。た。.
 G実験場所と装置

 当水誠実験室の餌料生物培養窒にて行在レ,人工光線としては4q耐白色螢光好一基で24
 時間照射.室温は2ゼC…24.Oに調節、24時尚通気を行方う。
 1.海水の滅菌方法と増殖量

実験方法

 。実験期間46年;〒与～6月
 ○容器10Z下口瓶・(カラ川

 ○培養液KN033000mg/ZNα2HP〇一12目2030腕g/4NmSエ。g且20
 15肌g/Z、四一S0〃㍑用1mZ/4町B1…、1γ/6

 Nα2_EDTA5,5秘8/4

 。照明法40糀白色螢光灯一基による24時間連続照射培養棚嘩両照度.850～
 1450」1'ツjクヌ

 ○接種用種株人工海水雫養で5日経過した120万0色6^/肌6のものを使用;
 。滅菌方法

 α殺菌灯

 ムN“6θ10%150〃椛で12時間放置後中和

 ○殺菌灯Nαθ6010%15口〃mで'12時間放置後中和
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 aア0～100.O滅菌

 色対照(ろ過海水〕

 第1.表.海水のI滅菌方法と増I殖量(万0色〃3/m6)

           日項目・.123一456789
           α89565532028032032.

           ム824二863204807526口0560

           o82377320480ア50600720

           d895.328040口640760,680
           色88.149.o44120120一'.・1-60I

           坤養温度21.0芝1.124.224.024.124.921.224.4236i

           I

 結果と考察

 第1乗に示し一た仁うに最も艮レ増殖量を示したものは一NOdで実験中、原生動物の発生も
 在く最葛で76口万O厘〃3/〃6と順調な増殖を示し走。N0あ,oは細胞の増殖量は最高で
 750万0岳6^/m6と順調に増殖したが,原生動物の発生が僅かにみられた。NO匝,2に巻

 レては原生動物の発生が椛んで細胞の増殖量もNO.。の最高で32.0万O色〃、ノ肌4.色で
 160万G2〃3/mZの増殖しか示さ在か。た。

 2.海水の希釈濃度と増殖量

実験方法

 ・雫験蝋容器・照射方法はけれも辞1と同じとし札
 ○培養液実験1の培養液処法よりN岨2.EDTAを除レた拠法

 ○接種用種株.人工海水培養で7一日経過し子`25万p〃2.'/叫のG尻“士。。〃。3
 0σん{1孝二γα何を・使用
 ○滅菌.方法・・N“6・o-10%.150〃mで12時間放置後中和。

 。希釈水蒸溜水使用

海水蒸溜水
α9:1

ム8:2

07:3

 ゴ6:4一

色10

 結果と考察

 第2表に示したように希釈濃度が高レほど細胞の増殖量がビークに達するのは平!か原生動
 物の発生も希釈濃度が高レほど発生する。N0色においては一細胞の増殖量は他の試験よりも緩慢

11

 であるが原生動物の発生はみられなか。た。現在の培地濃度を対照・ττに減じ比較してみ
 るIと三.。細胞三の増殖量に春レては大差は在レが,原生動物の発生におルては薄レほど原生動物が発

 生することから培地濃度と原生動物の発生に友んらかの関係があるものと考える。

 5L一シスチ1ノとHα2-EDTAの添加と増殖量

実験方法

 一57・O一



 実験期間、容器.照射方法.滅菌方法は実験1と同じ

 た接線讐。鷲鴛鷺幾`“…の丁揮)を人工海水に下.2,1日経過し
 培養液実験皿に同じ

 L一シヌチンの溶解シスチン1gをN則O千1艮〆に溶解し蒸溜水㌃二∠にした
 第2表海水の希釈濃度と増殖量(万O百26二/流6)

          .日1          項目'1          123456。i。9
          α8121.小、86200360560600

          ム81181240520600520440

          081973320600400400
          f・

          d817104260360560320

          邊87161124160440一400440
          培養          濃度℃23,021.1…1…23.324.921.221.O一・23.6

        第3表L－シスチンとNa2-EDTAの添加と増殖量t方軌"平!叫.)

        項Iぺ12345・'67
        α44610024060P・,360

        パ474320400600440一一
        c4100360580780560

        ♂4442403604.80.680・1一
        4一2140240360

        プ42高1404.8048.O600
        9464吏4b560560600
        左4108012p.240400

        気温℃21.820.722.921.822.221.222.O

 N且40H0.01m6/6

 L一シヌチソ0.5吻g/6

 L一シスチン1-0mg/6

 L一シスチン2-0肌g/4
 L一シスチン乙Omg/6
 対照(ツヌチン捨よびNω一EDTA添加せず)

 Nα2-EDTA5.5mg/Z・トN且40目0・01肌6/6

 Nα2-EDTA5.5・肌8/6

 結果と考察

 第3表に示したように最も良レ増殖量を示したのは,一NOoである。NOαにおいては細胞

 の増殖量がピーク後急に碑少がみられた。N0りにおレ下ば袖わ試験区よ。りも増殖速度が遅レ。
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 NOムIL一シスチン0・5肌g/6の添加では原生一動物が発生する。
 NO色では細胞の増殖が悪く原生動物の発生も多レ。このL一シヌチン(L一システ:ノ1gを
 N～0且10腕6に溶解16とし使用)の添加濃度ではどちらかが有害に働レてレるものと考え

 られる。

 現在の一べ幼生飼育が・1・Wク呼されている現段階舳・よのビーク鰯
 780～840万G色〃・/帆6,普通一500…600万C色〃〃π6の増殖で充分必要量を確

 保できるもgと考える。
 今後は微量金属睦の添力雌よび比率に検討を加える必要がある。

 G危6"2"α3一ρの培養

方法

 容器104ドーナツ型培養期使用

 海水の滅菌方法NαOL0.。1P%150〃肌12時間放置後中和
 培養液KN03300腕g/6Nα2旦]コ〇一12H2030mg/6Nα2S{OgH2015

 肌g/6P4-SoZ砒古ノ。冗1腕g/4。口,B121γ/6Nα2-EDTA
5.5mg/6

結果

 細胞の増殖量30日で4000万～8000万0色〃3/mZ増殖す瓦

参考文献

 末広恭雄.大島泰雄、檜山義夫:水産学集成

 鹿児島県水産試験場事業報告書昭和42年度マベ幼生餌料生物の大量培一養基礎試験

 担当山≡中都瀞.
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 §奄美大島におけるマベ貝の
 一般成分の季節的変化

 奄美大島に卦けるマ、早華殖は・大島海峡および焼内湾が主左漁場として行荏われてレ瓦寧カ
 海域の大型真珠貝であ名マベ貝お真珠養殖も人工採苗の確立と共に拡大されつつある。マヘ貝の特
 長を把握する目的で貝肉(貝柱.軟体部(貝柱除〕)の一般成分の季節的変化を測定レ衣ので報告
 する。

 (1〕試料拾よび方法

 試科41年度採苗貝(4年～5年貝)を水深6例に垂下養成し左ものを各月10個内外持
 ち帰り分析に供した。

測定項目

 水分:試料を5・とり赤外線水分計により測定し隼、、
 粗蛋白量:ケエールダール法により測定した。

 粗脂肪量:ソックスレー法に一より測定した。

 グリコーゲン:常法により分解,定容とした後,ソモギイー法により慎一j足した

 灰分:ブソゼ:ノバーナ・一による灰化

結果

 第1表は分析使用母貝の1個の平均値である。
 軟体部重量は(足糸除〕

 第1表分析使用母貝の平均値

       月SL6mS且。肌S」ヨ。m空.中重量g貝柱g軟体部重動
       220.518.96.187453.0200.0

       320.5'18.15.676849.5200.5

       420.21915.889845.6178.9

       520.518.65,7'ア6054.1182.O

       619.817,95.フ63947.1181.9

       719.117.15.764636.0152.0

       819.117.15.761627.5135.9

       919.216.556326.7141.6

       1018,316.45.655624.2131.6

       1119.718.25.975326.7177.4

       1219.818.26.274829.2161.6

       121.518.46.372030.口182.4

 軟体部重量〔足糸除)

 水分:第1図の如くで貝柱で63%～78%あり,9月に最高になり,2月に最低値を示した。

 軟体部は84%～93%あり1月川2月に最高になり、4月,9月に最低を示した。

 粗.蛋白量、粗脂肪Iグリコーゲン.灰分は含水物に対する割合である。

 粗蛋白:第2図の如くで貝柱で16.4砺～254%て2月に最高に方り,3月,5月に最低を
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 示した。軟体部で2.9～10.4%で4月、9月に最高に在り,2月に最低を示した。

 粗脂肪:第5図の如くで、貝柱、軟体部ともに季節的.変化が大きく.貝柱リ02%～α36%の

 変化があり、る月に最高に在り、7月8月9月と最低を示した。軟体部はO.12%…α53%

 で11月に最高値になり2月に最低を示す。

 グリコーゲン:第'4図の如くI貝柱は季節的変化が大きく、2.81%～a85%の変化があり.

 2月,6月に最高に在り,8月に最低を示した。軟体部は0.09～0.35%で5月に最高にな

 り,2月に最低を示した。貝柱に比較して季節的変化が小さレ。

 灰分:第5図の如くで貝柱で1.11%～&/9%で4月より急上昇し.6月に最高に衣り2月

 ～4月,9月～12月とほぼ一定の値を示した。

 軟体部ぱ1.24砺…4.34%で5月に最高に友り、2月に最低を示した。

水分

粗蛋白

貝柱

軟体部

粗脂1.肪

貝柱

軟体部

グリコーゲン

貝柱

軟体部



%
0.6

0.5

0.4

0.3

'灰分

 /∵、姦砧
口.2

口.1 貝柱

「

月234567891011121

 マベ分析結果表

           水分%乾物中(砺)
           月粗蛋白%粗脂肪%グリコーゲン%灰分%

           軟体部貝柱軟体部貝柱軟体部貝柱軟体部貝柱軟体部貝柱
           293.463.045.3063-191.750.431.3823.9318.83-3

           386.672.86ア00.60.371.28O.731.9721.281984.3

           483.9.71.464.7958.091.400.701.4218.0815.24.3

           585.071.463.985787,1.500.812.2026.8020.4μ3

           686.566.16ア7860.66.2.30O-99一1.4425-6428.9寸師
           78ア7一アZ5168.1469712.22O.101.4418.19195158

           888.673.66&4878.321.500,011.0550922.55.6

           984.87ア863.9474.632.22O.111.3910.2621.55.5

           1089275.858.1970.151.る61.151,3011.8223-75.5

           118a875.05&03ア0-804.761,0ア1.41.11.2522.25.0

           1288.27Z260.86ア2.171.61O.101.4511.1823.14.9

           190.67アP60.8872.51一1.430.101.4015,45

 考一工。・・擦

 マベ産卵期(放精放卵時期)が5月中旬～陶6月中旬～ド旬・7月中旬～下句にみ舛・
 この産卵期を分析結果からみると,粗蛋白が最高に達し.グリコーゲン.灰分が急増する時虹

 と一致した^工採苗字行なうに紗て・・朗の活力㍗旺鰍・月㌧・月の幼生を飼育するキ・
 う充分考慮する必要がある。

 要一約・・

 (1〕マベ母貝の貝柱、.軟律部(貝柱除)の季節的変化を把握すると同時に人工採苗時期の検責立
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 を行た。た。

 12〕産卵期を分析結果からみると、粗蛋白が最高に達し.グリコーゲン,灰分が急増する5月頃

 から成熟が促進され,この蓄積の上昇期に第1回目の放精放卵が観察された。蓄積の最高値か

 らド降期に向う6月～7月に拾レて2回の放精放卵(6月中旬～下.旬,7月中旬∵下旬)があ
 る。マベの歯卵期5月～10月にあり.この間ほ数回の放精放卵を繰返している中で産卵盛期
 は6月～7月にあるものと考える。

 5月～7月の活力旺盛左母貝から幼生を得ることは,健全衣幼生の飼育ができるものと考える。

参考文献

 θ松井崖  真珠の事典

担当黒木克宣.山宇邦洋
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 §水産物加工指導

1.加工場使用

主旨

 前年度に引続き、分場加工場を民間に解放し、大島節の品質改善に寄与する。

 ①使用期間

自昭和45年4月

至昭和45年9月

 ②原料搬不数量及ぴ工場使用料
原料搬入数量

 誰二=llい榊一・円
2.水産物加工指導

 沿岸資源の活用促進を図り,漁家経済の向上に資するため,直接分場に加工技術の相談に来ら

 れた18人並びに、大和地区,諸島,一与路島.古ヒ屋地区等の加工業希望著に対し、うにIあ拾

 のり,きりんさレ,その他水産物加工の指導を実施し,沿岸資源の高度利用化を図。た。

 担当者実層i可夫
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 §ウニ企業化試験

主旨

 前集度に引続き,本郡島周辺にて採集されるウニ資源の高度利用を図るため,一州エ試験を実施しも
実施場所一分場加工場

 実施時期昭和45年5月～昭和46年手刀
 原科10%施塩の塩ウニを業者から入手した。

 試験項目及ぴ試験方法

 1.粒ウニ

 塩ウニに対しエタノール,味の素等を添加瓶詰製了した。
2.ウニくらげ

 塩ウニにウニ液、酒粕.塩くらげ箏を混じ.ウニくらげとした。

 5ウニしよう油

 塩漬水切後のウニ液を煮沸貯蔵して,ウニしよう油を試みた。
 試験の概況

 F記表のと拾り処理し経過をみた。

    ミ月日項目使用資材備考

    5.28塩ウニ2κgユタノー」1・180oo味ψ)素6g一粒ウニ19本生産(中瓶100ダ入)
    塩ウニ1土gウニ液3009塩くらげ3009

    6.2ア酒米白3008水あや1・508エタノール1100口ウニくらげ一18本生産(")
    味のもと6g

    8.13ウニ液1庄gウニしよう油5本生産(")

    I914ウニ液2～ウニしよう油10本生産("〕

製品観察表

        項日ウー二くらげウニしよラ油
        月日色.沢臭気かび色沢臭気かび一備考
        5.異状認めず異状認蜴'異状認めず異状認めず異状認めず異状認めずウニくらげ製品は.
        6.21〃〃〃〃〃"酒粕とウニ液をホ
        721〃〃〃""〃モジナイザーにか
        8.21"〃〃〃〃"け携才半したが製

        品のところどころ

        921〃〃"〃〃"に酒粕の白点が見
        10.21"〃〃"""られた。

        11.21〃"〃〃""

        12.21"""""表面褐色

        1.21"〃表面褐色"""

        2,21"〃〃"〃"

        3.21""〃π"・"
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 考察掠・==I=二・一

 過去数回に及ぷウニ加工試験におルて,歩留等については、調査報告済みでありI今回の試験の

 主限点として。粒ウニ,ねりウニだけでたく,ウニあえものとし下の,ウニくらげ及び真夏時と;く

 ,.r幣戸塩漬後のウニ液を利用して・イ司とか利潤の向上を図りたいとレーう地元力u工業者?要望も
 あ5、ウニくらげ及ぴウニ液利用として,ウニしよう油等の製晶化に重点を碁!走。

 試験結果は・製品観察表にも記したと拾り・一蔀製品に7:.一8ケ月目呼竿がみ載れ
 色沢,臭気については、殆んどの製品に異状は認められたか。た。地元和エ業者か.らば製品化して

 利潤向上と,新たな製品作りに期待しており、試験経過をみ左がら、優良製品生産を図る必要があ

 るものと思われる。

 担当者実島町・夫
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 §未利用資源開発利用化試験

 主旨・…一一・一・・一

 本郡島周辺にて採集される牟苧資源の利用化を目的とし、キリンサイ,ナマコ等の加工試験並び
 に分布調査を実施した。

 1キリンサイ粕漬加工試験

実施場所分場加工場

 実施期間昭和45年11・月

実施要領

 (1〕原藻処理

 漂白原藻1009を1昼夜清水に浸漬し、取上げ水切後二原藻の形の率れ右レ程度に沸騰水
 をかけ,軟かくした。

 12〕粕の調整並びに漬込み

 漬粕には,板粕を使用し板粕1～当り,焼酎.4ガ200椛6,水あめ2009をねり合し。
 試料に対する250箔の割合で混合し.桶に軟化した原藻を漬込んだ。

 経過並びに概要

 製品について

 漬込中のものを,1o日目に取出してみたが,殆んどの試料が固く,良レ製品はできたかっ

 た。原形のままでの粕漬加工は.昭和43年度の予備試.験についで2回目であるが,原藻を軟

 かくするための湯通しや、その他種々検討の要がある。過去数回に及ぶ加工試験を振返。でみ

 て,粕漬よりも.味噌潰としてべっこう色に仕上みのが.キリソサイ漬物のこつである事等か

 ら,粕漬加工はI充分な予備試.験で検討して取りか㌧る必要が,ひしひしと考えられたためI

 本年度は、一応一回の試験で打切り.次年度に春レて試験結果をまとめることとした。

 2奄美郡島沿岸に産するナマ=コについて

 1.種別及ぴ分布状況

 大島本島と徳ノ島周辺の分布状況は,前年度に卦レて調査済みであり今年慶1は.汗水良部鳥,

 周辺の分布状況を調査した。

ばレくわナマコじやのめナマコぱねじナマコ

ぐるナマコとらふナマコしかくナマコ

あかわた

考察

 前年度に経続して.ナマコ資源の高度利用を図るため,奄美郡島沿岸の一種類と棲息量調査を

 実施したが、ききとり調査のため、詳細危種類の棲息量は把握するに至ら友か。た。

 本調査は産業上必要注種類の分布棲息があるものか、どうかを見極める事であり、今後も経続

 して各地区に亘。て調査を実施して.奄美郡島沿岸のナマコについての資料を得る.必要がある

 ものと,電、われる。

担当者実島可夫
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 ナマコ分布図

沖永良部島


